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(57)【要約】
【課題】内視鏡装置の光源装置を含む構成ユニットの筐
体の電気的な点検を行う際に点検作業を効率的に行うこ
とができる点検補助具を提供する。
【解決手段】光源装置１３の点検を補助する点検補助具
２００であって、光源装置に設けられるレセプタクル１
１ｂに接続されるプラグ２０１と、プラグに設けられ光
源装置の筐体１１内部で発生した光を筐体外部へ射出す
る光学レンズ２２から射出される光の光軸Ｏ上であって
、且つ光学レンズにより光が集光された位置Ｆとは異な
る位置に受光部１０５ｃが位置するロッド部２０２とを
備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡光源装置の点検を補助する点検補助具であって、
　前記内視鏡光源装置に設けられるレセプタクルに接続されるプラグと、
　前記プラグに設けられ、前記内視鏡光源装置の筐体内部で発生した光を筐体外部へ射出
する光学レンズから射出される前記光の光軸上であって、且つ、前記光学レンズにより前
記光が集光された位置とは異なる位置に受光部が位置するロッド部と、
　を備えることを特徴とする点検補助具。
【請求項２】
　前記ロッド部の前記受光部は、前記内視鏡光源装置に設けられた前記光学レンズを通過
した前記光の光軸上であって、且つ、前記光学レンズにより集光される位置を通過した後
の前記光を受光可能な位置に設けられていることを特徴とする請求項１に記載の点検補助
具。
【請求項３】
　前記ロッド部は、前記内視鏡光源装置に設けられる光路遮蔽部材を照明用光路から退避
させる退避位置へと移動させ得るだけの長さ寸法を有することを特徴とする請求項１に記
載の点検補助具。
【請求項４】
　前記ロッド部の前記受光部における受光面積は、前記内視鏡光源装置に設けられた前記
光学レンズから射出された前記光が集光される焦点位置の受光面積よりも広い受光面積と
なるように形成されていることを特徴とする請求項１に記載の点検補助具。
【請求項５】
　前記ロッド部の前記受光部は、前記光の光軸に対して直交する平面内に設けられている
ことを特徴とする請求項１に記載の点検補助具。
【請求項６】
　前記ロッド部は先端が凸球形状に形成されていて、
　前記ロッド部の前記受光部は、前記凸球形状の先端に設けられていることを特徴とする
請求項１に記載の点検補助具。
【請求項７】
　前記ロッド部の先端には、当該ロッド部の長軸方向に深さを有する凹状孔部が形成され
ていて、
　前記ロッド部の前記受光部は、前記凹状孔部の内部に設けられていることを特徴とする
請求項１に記載の点検補助具。
【請求項８】
　前記ロッド部の先端の凹状孔部は、筒形状に形成されていることを特徴とする請求項７
に記載の点検補助具。
【請求項９】
　前記ロッド部の先端の凹状孔部は、円錐形状に形成されていることを特徴とする請求項
７に記載の点検補助具。
【請求項１０】
　前記ロッド部の先端の凹状孔部は、半球形状に形成されていることを特徴とする請求項
７に記載の点検補助具。
【請求項１１】
　前記ロッド部は、外周面上にフィンが形成されていることを特徴とする請求項１に記載
の点検補助具。
【請求項１２】
　内視鏡光源装置の点検を補助する点検ツールであって、
　前記内視鏡光源装置に設けられるレセプタクルに接続されるプラグと、
　前記プラグに設けられ、前記内視鏡光源装置の筐体内部で発生した光を筐体外部へ射出
する光学レンズから射出される前記光の光軸上であって、且つ、前記光学レンズにより前
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記光が集光された位置とは異なる位置に受光部が位置するロッド部と、
　前記プラグに設けられ、前記プラグが前記レセプタクルに接続されたときに前記レセプ
タクルの端子から流出する電流を伝送する点検用伝送路と、
　を備えることを特徴とする点検ツール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内視鏡装置において光源装置を含む構成ユニットの点検の際に用いる点検
補助具，点検ツールに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡装置は、内視鏡と、この内視鏡が接続される外部周辺装置、例えばビデオ
プロセッサ装置や光源装置，送気送水装置等のほか、内視鏡によって取得された撮像デー
タに基く映像又は画像を表示する表示装置等、各種の構成ユニットによって構成されてい
る。
【０００３】
　近年、この種の内視鏡装置においては、各構成ユニットの小型化等が進められており、
例えばビデオプロセッサ装置と光源装置とを一体に構成した形態の、いわゆる光源装置一
体型のビデオプロセッサ装置等が実用化されている。
【０００４】
　一方、内視鏡装置等の医療機器に関しては、従来より、安全性の観点から定期的な点検
を行うことが求められている。そのために、従来の内視鏡装置等の医療機器は、例えば機
器メーカーの作業員による定期的な保守点検（メンテナンス）が実施されることにより、
常に安全な運用を行うことができるような取り組みが実行されている。
【０００５】
　一般に、内視鏡装置等の医療機器の点検項目としては、例えば電気的安全性の点検等（
例えば装置の漏れ電流チェック等）のほか、各構成ユニットにおける所期の性能面に対す
る点検（例えば光源装置においては出射光量チェック，送気送水装置においては送気送水
圧や送気送水量のチェック等）等がある。
【０００６】
　ここで、内視鏡装置の構成ユニットのうち点検の対象とする装置として、光源装置を含
む構成ユニット（例えば単体の光源装置や光源装置一体型ビデオプロセッサ装置等）を例
に挙げて考えてみる。
【０００７】
　例えば、ある点検対象装置について、筐体から外部に漏れ出る漏れ電流の点検を行う際
には、当該点検対象装置を通常の使用状態で稼働させる必要がある。具体的には、例えば
光源装置単体で構成される構成ユニットについては、点検前に、光源装置の光源（ランプ
）を発光状態とする必要がある。また、光源装置一体型ビデオプロセッサ装置の場合には
、点検前に、ビデオプロセッサ装置を稼働させると共に、光源装置の光源（ランプ）を同
時に発光状態とする必要がある。
【０００８】
　従来の内視鏡装置において光源装置の光源を発光状態とするためには、通常の場合、当
該光源装置の所定の接続部（レセプタクル）に対して内視鏡のプラグを接続した状態にす
る必要がある。
【０００９】
　即ち、一般的な構成の光源装置では、所定の接続部（レセプタクル）に対して内視鏡の
プラグが接続された状態となったときにのみ光源の発光が行われるように構成されている
。そして、接続部（レセプタクル）に内視鏡のプラグが接続されていない状態では、光源
の発光が禁止されると共に、光源からの出射光路を遮蔽する構成が設けられているのが普
通である。
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【００１０】
　もし仮に、光源装置の所定の接続部（レセプタクル）に内視鏡のプラグが接続されてい
ない状態で、光源装置の光源が発光してしまうと、当該光源装置の接続部からは大光量か
つ高温の光が外部へと出射してしまうことになり問題である。したがって、従来の光源装
置においては、内視鏡プラグが非接続状態にある時には問題が生じないようにするための
構造上の工夫が設けられているのが普通である。
【００１１】
　そこで、従来の内視鏡装置において、例えば光源装置を含む構成ユニットの漏れ電流の
点検を行う際に、光源装置を稼働状態とするためには、点検作業の都度、精密機器である
内視鏡を、通常の使用状態と同様の形態で、当該点検対象装置に対して接続する必要があ
った。
【００１２】
　この場合、点検作業時には、精密機器である内視鏡の取り扱いに気を使う必要があるた
めに、点検作業を効率的に進めることができない。また、これと同時に、内視鏡自体を本
来の使用目的以外に稼働させることになるため、内視鏡の劣化を早めてしまうという可能
性もある。
【００１３】
　そこで、光源装置を含む構成ユニットの点検作業を行うためには、例えば内視鏡のプラ
グと略同様の形態のダミーのプラグを備えた点検補助具又は点検ツールを別途用意すると
いう工夫が考えられる。
【００１４】
　この場合、装置の点検作業を行う際には、実際の内視鏡に代えて、当該ダミープラグを
備えた点検補助具又は点検ツールを用意して、これを点検対象装置の接続部に接続する。
これにより、当該点検対象装置に含まれる光源装置を、通常の使用状態と同様に稼働させ
ることができるようになる。
【００１５】
　このような点検補助具又は点検ツールを用いれば、医療機器の点検を行う際に、実際の
内視鏡を用いることなく、効率的にかつ迅速に点検作業を行うことができるものと考えら
れる。
【００１６】
　また、従来の内視鏡装置においては、光源装置の接続部に内視鏡のプラグを接続したと
き、光源装置から出射される光が内視鏡のプラグの先端面に集光するように構成されてい
る。これにより、効率的な照明光の伝達が行われる。
【００１７】
　一般に内視鏡装置の光源装置に用いられる光源は、大光量の出射光が必要とされること
から、大きなエネルギーで光源を発光させる必要がある。光源を大光量で発光させる場合
、光量が増大するほど発熱量が大きくなることは周知である。
【００１８】
　したがって、光源装置から出射される光は高熱量を有するので、当該光が集光される焦
点面は極めて高熱になる可能性がある。しかし、通常の内視鏡においては、内視鏡のプラ
グの先端面で光源からの光を受光した後、その光は、細長の内視鏡挿入部の内部に挿通さ
れるライトガイドケーブルに伝達される構成となっている。したがって、内視鏡のプラグ
の先端面で受光した光がライトガイドケーブルを伝達する間に、受光部は放熱されること
になる。したがって、内視鏡のプラグの先端部の温度は、高熱量の光を受光し続けても、
所定の規格を超えて高温になってしまうような心配はない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　ところが、上述のように、内視鏡のプラグと略同様の形態のダミーのプラグを備えた点
検補助具又は点検ツールを、光源装置を含む構成ユニットの接続部に接続した状態で、光
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源装置を稼働させた場合、点検補助具又は点検ツールのプラグには放熱するための工夫が
設けられていないことから、当該プラグの先端部の温度が、極めて高温になってしまうと
いう問題が生じる。
【００２０】
　本発明は、上述した点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、内視
鏡装置において光源装置を含む構成ユニットの筐体の電気的な点検を行う際に、点検作業
を効率的に行うことができる点検補助具，点検ツールを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様の点検補助具は、内視鏡光源装置の点検を
補助する点検補助具であって、前記内視鏡光源装置に設けられるレセプタクルに接続され
るプラグと、前記プラグに設けられ、前記内視鏡光源装置の筐体内部で発生した光を筐体
外部へ射出する光学レンズから射出される前記光の光軸上であって、且つ、前記光学レン
ズにより前記光が集光された位置とは異なる位置に受光部が位置するロッド部とを備える
。
【００２２】
　本発明の一態様の点検ツールは、内視鏡光源装置の点検を補助する点検ツールであって
、前記内視鏡光源装置に設けられるレセプタクルに接続されるプラグと、前記プラグに設
けられ、前記内視鏡光源装置の筐体内部で発生した光を筐体外部へ射出する光学レンズか
ら射出される前記光の光軸上であって、且つ、前記光学レンズにより前記光が集光された
位置とは異なる位置に受光部が位置するロッド部と、前記プラグに設けられ、前記プラグ
が前記レセプタクルに接続されたときに前記レセプタクルの端子から流出する電流を伝送
する点検用伝送路と備える。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、内視鏡装置において光源装置を含む構成ユニットの筐体の電気的な点
検を行う際に、点検作業を効率的に行うことができる点検補助具と点検ツールを提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の第１の実施形態の点検補助具が適用される内視鏡装置の概略構成を示す
外観斜視図
【図２】本発明の第１の実施形態の点検補助具を示す外観斜視図
【図３】図１の内視鏡装置におけるビデオプロセッサの内部構成のうちの一部の構成（内
視鏡接続部から光源装置近傍の構成）を簡略に示す概念図
【図４】図１の内視鏡装置におけるビデオプロセッサの筐体の内視鏡接続部に内視鏡のプ
ラグ部を接続する際の作用のうち、挿入直前状態を示す概念図
【図５】図１の内視鏡装置におけるビデオプロセッサの筐体の内視鏡接続部に内視鏡のプ
ラグ部を接続する際の作用のうち、挿入途中の状態を示す概念図
【図６】図１の内視鏡装置におけるビデオプロセッサの筐体の内視鏡接続部に内視鏡のプ
ラグ部を接続する際の作用のうち、内視鏡接続部とプラグ部との接続完了状態を示す概念
図
【図７】図１の内視鏡装置におけるビデオプロセッサの筐体の内視鏡接続部に対して点検
補助具を接続する場合において、接続が完了した状態を示す概念図
【図８】本発明の第２の実施形態の点検補助具のロッド部の一部を概念的に示す図
【図９】本発明の第２の実施形態の点検補助具におけるロッド部の変形例を示す図
【図１０】本発明の第３の実施形態の点検補助具を示す外観斜視図
【図１１】図１０の点検補助具のロッド部の一部の構成を概念的に示す図
【図１２】本発明の第３の実施形態の点検補助具におけるロッド部の先端形状についての
第１変形例を示す図
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【図１３】本発明の第３の実施形態の点検補助具におけるロッド部の先端形状についての
第２変形例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、図示の実施の形態によって本発明を説明する。以下の説明に用いる各図面は模式
的に示すものであり、各構成要素を図面上で認識できる程度の大きさで示すために、各部
材の寸法関係や縮尺等を構成要素毎に異ならせて示している場合がある。したがって、本
発明は、各図面に記載された各構成要素の数量や各構成要素の形状や各構成要素の大きさ
の比率や各構成要素の相対的な位置関係等に関して、図示の形態のみに限定されるもので
はない。
【００２６】
　［第１の実施形態］
　まず、本発明の第１の実施形態の点検補助具が適用される内視鏡装置の全体構成を、主
に図１を用いて説明する。図１は、本発明の第１の実施形態の点検補助具が適用される内
視鏡装置の概略構成を示す外観斜視図である。
【００２７】
　内視鏡装置１は、図１に示すように、内視鏡１００と、内視鏡画像信号処理装置である
内視鏡ビデオプロセッサ１０（以下、単にビデオプロセッサという）と、表示装置２０等
によって主に構成されている。
【００２８】
　内視鏡１００は、生体や構造物等の被検体の内部の観察部位を撮像する撮像装置である
。この内視鏡１００によって取得された画像データは、ビデオプロセッサ１０へと伝送さ
れ、このビデオプロセッサ１０において所定の信号処理がなされた後、表示装置２０へ出
力されて映像又は画像が表示され、また、不図示の記録装置へと出力されて所定の形態の
映像データ又は画像データとして記録される。
【００２９】
　内視鏡１００は、操作部１０１と、挿入部１０２と、先端部１０３と、ユニバーサルケ
ーブル１０４と、プラグ部１０５等を有して構成されている。この内視鏡１００自体の構
成については周知であり、従来普及している内視鏡と同様のものが適用されているものと
して、個々の構成ユニットの説明は省略する。
【００３０】
　プラグ部１０５は、ビデオプロセッサ１０の筐体１１の内視鏡接続部１１ｂ（後述する
）に接続される内視鏡用のコネクタである。プラグ部１０５は、ユニバーサルケーブル１
０４の先端部分に連設されている。そして、プラグ部１０５の先端には、棒状に形成され
たロッド部１０５ａを有して構成されている。このプラグ部１０５の先端面１０５ｃは、
当該プラグ部１０５が内視鏡光源装置（以下、単に光源装置という）１３を含むビデオプ
ロセッサ１０の筐体１１の内視鏡接続部１１ｂ（後述）に接続された時に、光源装置１３
（後述する；図３参照）からの照明光の受光部となっている。つまり、光源装置１３の照
明光の焦点（後述する図３の符号Ｆ参照）は、プラグ部１０５の先端面１０５ｃ（受光部
）と略一致する位置となるように設定されている（詳細後述）。
【００３１】
　なお、プラグ部１０５には、さらに、弾性を有する素材によって円環形状（リング形状
）に形成された保持リング１０５ｂが設けられている。この保持リング１０５ｂは、当該
プラグ部１０５を内視鏡接続部１１ｂに接続したときに、内視鏡接続部１１ｂに対する当
該プラグ部１０５の位置決めをすると同時に、保持リング１０５ｂは、当該プラグ部１０
５が内視鏡接続部１１ｂから容易に抜去しないように規制する部材である。つまり、保持
リング１０５ｂは、当該内視鏡１００のプラグ部１０５と内視鏡接続部１１ｂとの接続状
態を維持するための抜去規制部材としても機能する。
【００３２】
　内視鏡１００には、光ファイバーケーブル１０６が、先端部１０３から挿入部１０２，
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操作部１０３，ユニバーサルケーブル１０４を挿通してプラグ部１０５までの間に配設さ
れている。つまり、当該光ファイバーケーブル１０６は、その一端１０６ａがプラグ部１
０５の先端のロッド部１０５ａに設けられ、他端１０６ｂが内視鏡１００の先端部１０３
に設けられている。
【００３３】
　そして、この光ファイバーケーブル１０６は、プラグ部１０５がビデオプロセッサ１０
の筐体１１の内視鏡接続部１１ｂ（後述する）に接続されたとき、ビデオプロセッサ１０
内の光源装置１３（後述する；図３参照）から出射される照明光Ｌ（図３参照）を、内視
鏡１００の先端部１０３へと伝達する役目をしている。したがって、光源装置１３から、
内視鏡１００の先端部１０３に設けられる光ファイバーケーブル１０６の他端１０６ｂま
で伝達された照明光Ｌは、先端部１０３から前方へと出射する。これにより、先端部１０
３の前方にある撮像対象物が照明される。
【００３４】
　表示装置２０は、ビデオプロセッサ１０内の信号処理回路によって所定の処理が施され
た映像データ又は画像データを受けて、映像又は画像の表示を行う構成ユニットである。
この表示装置２０自体の構成についても周知であり、従来普及している表示装置と同様の
ものが適用されているものとして、その説明は省略する。
【００３５】
　ビデオプロセッサ１０は、内視鏡１００によって取得された映像信号を受けて所定の信
号処理等を行うための回路部を実装した複数の電気基板等（不図示）からなるプロセッサ
部と、内視鏡１００に対して照明光Ｌを供給する光源装置１３（図３参照）等を内部に有
して構成される構成ユニットである。
【００３６】
　ここで、本実施形態で例示するビデオプロセッサ１０は、光源装置１３を一体型として
構成した光源装置一体型ビデオプロセッサである。
【００３７】
　ビデオプロセッサ１０は、筐体１１（ハウジング；Housing）と、操作部材（１１ａ，
１１ｄ）と、内視鏡接続部（レセプタクル）１１ｂと、複数の内部構成ユニット（不図示
）等を有して構成されている。
【００３８】
　筐体１１は、例えば薄板状の金属部材などを折り曲げ加工して箱状に形成され、内部空
間を有して形成されている。この筐体１１の内部には、例えばビデオプロセッサ装置や光
源装置等の複数の内部構成ユニット（不図示）が収納されている。
【００３９】
　筐体１１の外表面において、特に前面パネルには、複数の操作部材（表示操作部１１ａ
，電源スイッチ１１ｄ等）と、内視鏡接続部（レセプタクル）１１ｂ等が設けられている
。
【００４０】
　表示操作部１１ａは、使用者（ユーザ）の操作指示を受けると共に状態表示等を行う構
成ユニットであって、例えばタッチパネル等が適用されている。
【００４１】
　内視鏡接続部１１ｂは、内視鏡１００のプラグ部１０５が接続されるレセプタクルであ
る。内視鏡接続部１１ｂは、内視鏡１００と当該ビデオプロセッサ１０とを電気的に接続
すると接続である。また、同時に、内視鏡接続部１１ｂは、内視鏡１００とビデオプロセ
ッサ１０に含まれる光源装置１３（後述；図３参照）とを接続して、当該光源装置１３か
らの照明光Ｌを内視鏡１００へと伝達するための接続部としても機能する。
【００４２】
　また、筐体１１の側面パネルには、例えば、筐体１１の外部と内部を連通させる吸気口
１１ｅが形成されている。
【００４３】
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　さらに、図示されていないが、筐体１１の背面パネルには、筐体１１の外部と内部を連
通させる排気口と、当該ビデオプロセッサ１０と不図示の外部周辺機器（例えば表示装置
やプリンタ，外部記録装置等）とを接続するための接続ケーブルのプラグが接続される複
数の接続コネクタ部と、商用電源から電力を受けるための電源ケーブルのプラグ部（不図
示）を接続する電源コネクタ等が設けられている。
【００４４】
　なお、筐体１１の内視鏡接続部１１ｂに対しては、内視鏡１００のプラグ部１０５が接
続される。このような接続状態としたとき、当該内視鏡装置１は本来の使用に供される。
一方、内視鏡装置１におけるビデオプロセッサ１０についての点検作業を行う際には、内
視鏡接続部１１ｂに対して当該ビデオプロセッサ１０に対応する点検補助具２００が接続
される。ここで、点検補助具２００は、光源装置１３の点検を補助するために用いられる
構成部材である。
【００４５】
　この場合において、点検補助具２００は、光源装置１３の点検作業を行う際に、当該光
源装置１３の通常の使用状態を、内視鏡１００を用いずに現出するために用いる構成部材
である。つまり、点検補助具２００自体は、点検作業に直接的に関与しない構成物ではあ
るが、点検補助具２００は、当該点検作業を円滑にかつ確実に実施するための補助的な作
用を実現するために必要となる構成物である。
【００４６】
　なお、点検補助具２００に代えて、不図示の点検ツールを内視鏡接続部１１ｂに接続す
る場合もある。この場合の点検ツールは、以下に説明する点検補助具２００と略同形態を
有して点検の補助的機能を有すると同時に、電気的な点検を行う機能を備えた回路部品な
どを有して構成されるものである。
【００４７】
　なお、このような形態の点検ツールの構成及びその作用については、本発明に直接関連
しない部分であるので、その説明は省略する。以下の説明においては、内視鏡接続部１１
ｂに対して点検補助具２００を接続して使用する場合を詳述するものとする。
【００４８】
　ここで、本発明の第１の実施形態の点検補助具２００の構成について、以下に説明する
。図２は、本発明の第１の実施形態の点検補助具を示す外観斜視図である。
【００４９】
　本実施形態の点検補助具２００は、図２に示すように、全体として内視鏡１００のプラ
グ部１０５と略同様の形態に形成されたダミーのフラグ部である。なお、図２によって示
される点検補助具２００は、図１に示す内視鏡装置１のビデオプロセッサ１０に対応する
点検補助具としての例示である。
【００５０】
　この点検補助具２００は、プラグ本体２０１と、ロッド部２０２と、保持リング２０３
を有して構成されている。
【００５１】
　プラグ本体２０１は、内視鏡１００のプラグ部１０５と略同形状に形成される構成部材
である。当該点検補助具２００におけるプラグ本体２０１は、当該点検補助具２００を筐
体１１の内視鏡接続部１１ｂに接続する際の把持部としても機能する。
【００５２】
　図２に示す点検補助具２００においては、内視鏡接続部１１ｂの略円形状のレセプタク
ルに合わせて、プラグ本体２０１の形状を略円筒形状に形成している。プラグ本体２０１
の形状は、この例示に限られることはなく、内視鏡接続部１１ｂ（レセプタクル）の形状
や、これに対応する内視鏡１００のプラグ部１０５の形状などを考慮して適宜設定すれば
よい。なお、点検補助具２００におけるプラグ本体２０１の内部には、特に何も設けられ
ていない。
【００５３】
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　ロッド部２０２は、プラグ本体２０１の一端面の略中央部分から長軸方向に向けて突設
される棒状部である。ロッド部２０２は、例えば金属部材等の耐熱性を有する素材を用い
て構成されている。このロッド部２０２は、内視鏡１００のプラグ部１０５のロッド部１
０５ａに対応して、略同形態、同形状に形成されている。
【００５４】
　ロッド部２０２には、弾性を有する素材によって円環形状（リング形状）に形成された
保持リング２０３が設けられている。この保持リング２０３は、当該点検補助具２００を
内視鏡接続部１１ｂに接続したときに、内視鏡接続部１１ｂに対する当該点検補助具２０
０の位置決めをする部材である。同時に、保持リング２０３は、当該点検補助具２００が
内視鏡接続部１１ｂから容易に抜去しないように規制する部材でもある。つまり、保持リ
ング２０３は、点検補助具２００と内視鏡接続部１１ｂとの接続状態を維持するための抜
去規制部材としても機能する。
【００５５】
　そのために、点検補助具２００が内視鏡接続部１１ｂに対して正規の接続状態となった
ときに、保持リング２０３は、内視鏡接続部１１ｂの内部に設けられている位置決め溝部
２７（後述する）に嵌入するように構成されている。
【００５６】
　また、ロッド部２０２の長さ寸法は、内視鏡１００のプラグ部１０５におけるロッド部
１０５ａの長さ寸法に対して、異なる寸法となるように設定されている。本実施形態にお
いては、例えば、図３に示すように、
ビデオプロセッサ１０に対応する内視鏡１００のプラグ部１０５のロッド部１０５ａの長
さ寸法を符号Ｌ１で示し、
点検補助具２００のロッド部２０２の長さ寸法を符号Ｌ２で示すとすると、
　　Ｌ１＞Ｌ２
の関係となるように設定されている。即ち、両者の差分寸法である符号Ｌ３で示す長さ分
だけ、ロッド部１０５ａの方がロッド部２０２よりも長くなるように設定されている。
【００５７】
　この場合において、差分寸法Ｌ３としては、例えば１０～１５ｍｍ程度に設定するのが
望ましい。
【００５８】
　このように構成された本実施形態の点検補助具２００は、内視鏡装置１のビデオプロセ
ッサ１０の点検作業時に、筐体１１の内視鏡接続部１１ｂに接続される。この点検補助具
２００を内視鏡接続部１１ｂに接続した状態にすると、当該ビデオプロセッサ１０は稼働
し得る状態となり、かつ光源装置１３の光源を通常使用時と同様に発光させる状態とする
ことができる。
【００５９】
　次に、図１に示す内視鏡装置１におけるビデオプロセッサ１０の筐体１１の内部構成に
ついて、図３を用いて以下に説明する。図３は、図１の内視鏡装置におけるビデオプロセ
ッサの内部構成のうちの一部の構成（内視鏡接続部から光源装置近傍の構成）を簡略に示
す概念図である。
【００６０】
　なお、以下の説明においては、筐体１１の内部構成のうち、本発明に関わる部分、即ち
内視鏡接続部１１ｂから光源装置１３近傍の概略構成についてのみ詳述する。また、図３
においては、本発明に関連しない構成については図示を省略している。
【００６１】
　図１に示す内視鏡装置１におけるビデオプロセッサ１０の筐体１１の内部には、光源装
置１３等の構成ユニットが設けられている。
【００６２】
　光源装置１３は、図３に示すように、光源ランプ２１と、照明光学系２２と、光学フィ
ルター２３と、絞り機構２４と、光路遮蔽部材２５と、回動軸２５ａと、遮蔽部材位置検
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知部２６（遮蔽板２６ａ，位置検出センサ２６ｂ）と、位置決め溝部２７と、放熱ユニッ
ト２８等を有して構成されている。
【００６３】
　光源ランプ２１は、内視鏡１００による観察対象物を照明するための照明光Ｌを発光す
る光源である。光源ランプ２１としては、例えばキセノンランプ，ハロゲンランプ，ＬＥ
Ｄ，レーザー光源等、各種のものを適用し得る。なお、図３において照明光Ｌが通過する
光路を点線で示し、この光路を符号Ｌを付して示している。
【００６４】
　照明光学系２２は、光源装置１３の筐体１１の内部で発生した光を筐体１１の外部へ射
出する機能を備えた構成ユニットである。そのために照明光学系２２は、例えば複数の光
学レンズ等によって構成されている。そして、照明光学系２２は、光源装置１３の光源ラ
ンプ２１から発光された照明光Ｌを所定の焦点位置に集光させるための機能を有する。こ
こで、照明光Ｌが集光される位置に形成される光の点を焦点というものとし、図３におい
て符号Ｆで示すものとする。なお、この焦点Ｆを含む面であって、光軸Ｏに直交する面を
焦点面というものとする。
光学フィルター２３は、光源ランプ２１からの照明光Ｌを透過させて、所定の周波数領域
の照明光Ｌを出射させるための光学フィルターである。
【００６５】
　絞り機構２４は、光源ランプ２１からの照明光Ｌの光量調整を行う構成部である。
【００６６】
　光路遮蔽部材２５は、所定の時点、即ち内視鏡接続部１１ｂに対して内視鏡１００のプ
ラグ部１０５が接続された時にのみ光源ランプ２１からの照明光Ｌを通過させる構成部材
である。
【００６７】
　この光路遮蔽部材２５は、回動軸２５ａを回動中心として、図３の矢印Ｒ方向に所定の
回動範囲内で回動し得るように構成されている。光路遮蔽部材２５は、内視鏡接続部１１
ｂに対して内視鏡１００のプラグ部１０５が接続される際に、当該のプラグ部１０５によ
って所定の方向へと回動するように構成されている。そして、光路遮蔽部材２５は、光源
ランプ２１からの照明光Ｌの光路（以下、照明用光路という）上に配置されて当該照明光
Ｌを遮蔽する遮蔽位置と、照明用光路上から退避して当該照明光Ｌを通過させる退避位置
との間で移動する（詳細後述；図４～図６参照）。
【００６８】
　遮蔽部材位置検知部２６は、光路遮蔽部材２５が遮蔽位置にあるか退避位置にあるかを
検知する構成部である。遮蔽部材位置検知部２６は、位置検出センサ２６ｂと、遮蔽板２
６ａとによって構成されている。
【００６９】
　このうち、位置検出センサ２６ｂは、光路遮蔽部材２５の近傍に設けられる検出素子で
ある。この位置検出センサ２６ｂは、例えばフォトインタラプタ(Photointerrupter)等が
適用される。
【００７０】
　また、遮蔽板２６ａは、光路遮蔽部材２５と略一体に形成されている。したがって、遮
蔽板２６ａは、光路遮蔽部材２５が回動する際に同方向に移動する。そして、上記位置検
出センサ２６ｂは、当該遮蔽板２６ａの移動軌跡上に配設されている。
【００７１】
　この構成により、内視鏡接続部１１ｂに対して内視鏡１００のプラグ部１０５が接続さ
れると、当該のプラグ部１０５は光路遮蔽部材２５を押圧して、当該光路遮蔽部材２５を
回動軸２５ａ周りに回動させる。すると、遮蔽板２６ａは、光路遮蔽部材２５と共に、所
定の回動方向に移動する。そして、遮蔽板２６ａが位置検出センサ２６ｂに作用する。こ
のようにして、当該位置検出センサ２６ｂは、当該光路遮蔽部材２５が遮蔽位置にあるか
退避位置にあるかを検知する。
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【００７２】
　位置決め溝部２７は、内視鏡１００のプラグ部１０５が内視鏡接続部１１ｂに接続状態
とされたときに、内視鏡１００ののプラグ部１０５の保持リング２０３が嵌入する部位で
ある。内視鏡１００のプラグ部１０５が内視鏡接続部１１ｂに接続されて、内視鏡１００
の保持リング２０３が位置決め溝部２７に嵌入した状態になることで、内視鏡１００のプ
ラグ部１０５の接続時の位置決めがなされると同時に、同プラグ部１０５の接続状態が維
持される。
【００７３】
　放熱ユニット２８は、内視鏡接続部１１ｂに接続された内視鏡１００のプラグ部１０５
に伝わる熱を放熱するためのヒートシンクである。そのために、放熱ユニット２８は、光
源装置１３における照明光Ｌの焦点Ｆの近傍に設けられている。そして、放熱ユニット２
８は、照明光学系２２によって集光導光される照明光Ｌの不要成分をカットして、プラグ
部１０５の発熱を低減する。
【００７４】
　光源装置１３は、筐体１１の内部において、図３に示すように、概ね内視鏡接続部１１
ｂに対応する部位に配設されている。そして、光源装置１３は、光源ランプ２１の光軸Ｏ
と、内視鏡接続部１１ｂの中心軸であって当該内視鏡接続部１１ｂに接続される内視鏡１
００のプラグ部１０５の挿入軸とが略一致する位置に配設されている。
【００７５】
　したがって、このような構成により、筐体１１の内視鏡接続部１１ｂに内視鏡１００の
プラグ部１０５が接続された時には、光源装置１３の光源ランプ２１からの照明光Ｌが内
視鏡１００へと伝達される。
【００７６】
　このように、内視鏡接続部１１ｂには、内視鏡１００のプラグ部１０５が接続される。
この状態で、当該内視鏡装置１は、本来の使用に供される。一方、内視鏡装置１における
ビデオプロセッサ１０についての点検作業を行う際には、内視鏡接続部１１ｂに対して点
検補助具２００が接続される。
【００７７】
　ここで、図１に示す内視鏡装置１におけるビデオプロセッサ１０の筐体１１の内視鏡接
続部１１ｂに、内視鏡１００のプラグ部１０５が接続される際の作用を、図３及び図４～
図６を用いて以下に説明する。
【００７８】
　図４～図６は、図１の内視鏡装置におけるビデオプロセッサの筐体の内視鏡接続部に内
視鏡のプラグ部を接続する際の作用を示す概念図である。このうち図４は、内視鏡接続部
に内視鏡のプラグ部を挿入する直前の状態を示している。図５は、内視鏡接続部に内視鏡
のプラグ部を挿入している途中の状態を示している。図６は、内視鏡接続部とプラグ部と
の接続完了状態を示している。
【００７９】
　まず、筐体１１の内視鏡接続部１１ｂに対して内視鏡１００のプラグ部１０５を、図３
の状態から、矢印Ｉｎに方向へと挿入する。そして、プラグ部１０５のロッド部１０５ａ
を内視鏡接続部１１ｂの略中央部の挿入孔１１ｂｂへと挿入する。
【００８０】
　続いて、プラグ部１０５の同方向への挿入を進めると、やがて図４に示すように、プラ
グ部１０５のロッド部１０５ａの先端面１０５ｃ（受光部）が光路遮蔽部材２５に当接す
る。この図４の状態からさらにプラグ部１０５を同方向へと挿入させると、プラグ部１０
５のロッド部１０５ａの先端面１０５ｃは光路遮蔽部材２５を回動軸２５ａ周りに回動さ
せる。これにより、プラグ部１０５は、図５の状態を経て図６の状態に進む。
【００８１】
　図６に示す状態となった時、プラグ部１０５は内視鏡接続部１１ｂに対して接続が完了
する。このとき、プラグ部１０５は、これ以上、矢印Ｉｎ方向に進めることはできない状
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態である。ここで、プラグ部１０５のロッド部１０５ａの先端面１０５ｃ（受光部）は、
光源装置１３における照明光Ｌの焦点Ｆに一致する位置に配置されている。また、このと
き、遮蔽板２６ａは位置検出センサ２６ｂに作用している状態（この状態をオン状態とい
うものとする）となっている。したがって、このとき、位置検出センサ２６ｂによって、
光路遮蔽部材２５が退避位置にあることが検知されている状態となる。
【００８２】
　こうして、内視鏡接続部１１ｂに対して内視鏡１００のプラグ部１０５が正規の接続状
態となった時、位置検出センサ２６ｂがオン状態となることで、光路遮蔽部材２５が退避
位置にあることが検知される。この状態になると、光源装置１３は、不図示の制御部によ
って駆動制御される。これにより、光源装置１３の光源ランプ２１が発光して、所定の照
明光Ｌが出射する。
【００８３】
　一方、図３の状態において、内視鏡接続部１１ｂに対して点検補助具２００を接続する
場合の作用に次のようになる。
【００８４】
　まず、内視鏡接続部１１ｂに対して点検補助具２００を接続する場合において、図３の
状態から図４の状態を経て図５の状態に至るまでの作用は、内視鏡接続部１１ｂに対して
プラグ部１０５を接続する際の作用と全く同様である（図３～図５参照）。
【００８５】
　その後、図５の状態からさらに、点検補助具２００を挿入方向Ｉｎに沿って進めていく
と、やがて、点検補助具２００は、内視鏡接続部１１ｂに対して接続が完了する。このと
きの状態が図７に示す状態である。即ち、図７は、内視鏡接続部に対して点検補助具を接
続する場合において、接続が完了した状態を示している。
【００８６】
　ここで、上述したように、点検補助具２００のロッド部２０２の長さ寸法Ｌ２（図３参
照）は、プラグ部１０５のロッド部１０５ａの長さ寸法Ｌ１（図３参照）とは異なる寸法
に設定されている。
【００８７】
　具体的には、両ロッド部の長さ寸法は、Ｌ１＞Ｌ２となるように設定されている。した
がって、点検補助具２００を内視鏡接続部１１ｂに対して接続が完了したとき（図７の状
態となったとき）、点検補助具２００のロッド部２０２の先端面２０５は、光源装置１３
の照明光Ｌの焦点Ｆよりも、差分寸法Ｌ３だけズレた位置（本実施形態においては焦点Ｆ
よりも差分寸法Ｌ３だ手前の位置）に配置される。この点において、プラグ部１０５を接
続としたとき（図６の状態）とは異なる。なお、ここで、点検補助具２００のロッド部２
０２の先端面２０５も、光源装置１３から発した照明光Ｌを受光する受光部となる。
【００８８】
　このように、本実施形態における点検補助具２００は、内視鏡接続部１１ｂに接続され
た時、ロッド部２０２の先端面２０５（受光部）が、照明光Ｌの焦点Ｆに対してズレた位
置に配置されている。この構成によって、ロッド部２０２の先端面２０５（受光部）には
、光源装置１３からの照明光Ｌが集中する焦点Ｆからズレた位置の照明光Ｌが照射される
ので、当該照明光Ｌによってロッド部２０２の受光部が高温になることが抑止される。
【００８９】
　また、点検補助具２００が図７に示す状態となった時、遮蔽板２６ａは位置検出センサ
２６ｂに作用してオン状態となっている。したがって、このとき、位置検出センサ２６ｂ
によって、光路遮蔽部材２５が退避位置にあることが検知されている。この点においては
、プラグ部１０５を接続としたとき（図６の状態）と同様である。したがって、点検補助
具２００を内視鏡接続部１１ｂに対して接続が完了したとき（図７の状態となったとき）
にも、光源装置１３は稼働し得る状態になっている。
【００９０】
　したがって、本実施形態の点検補助具２００は、ロッド部２０２の長さ寸法Ｌ２が次の
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ように設定されているのが望ましい。
【００９１】
　即ち、点検補助具２００を内視鏡接続部１１ｂに対して接続が完了した状態（図７の状
態）となった時に、ロッド部２０２の先端面２０５（受光部）は、焦点Ｆに対して所定の
寸法だけズレた位置に配置され、かつ、当該位置検出センサ２６ｂをオン状態とする位置
に配置されるように設定されているのが望ましい。そのために、差分寸法Ｌ３は、例えば
１０～１５ｍｍ程度に設定するのが望ましい。
【００９２】
　換言すると、ロッド部２０２の受光部は、光源装置１３の照明光学系２２（光学レンズ
）を通過した光の光軸Ｏ上であって、且つ、照明光学系２２（光学レンズ）により集光さ
れる焦点Ｆの位置を通過した後の光を受光し得る位置に設けられている。さらに、ロッド
部２０２は、光源装置１３に設けられる光路遮蔽部材２５を照明用光路から退避させる退
避位置へと移動させ得るだけの長さ寸法を有するよに構成されている。
【００９３】
　以上説明したように上記第１の実施形態によれば、光源装置１３の点検を補助する点検
補助具２００であって、光源装置１３に設けられる内視鏡接続部１１ｂ（レセプタクル）
に接続されるプラグ本体２０１と、プラグ本体２０１に設けられ、光源装置１３の筐体１
１の内部で発生した光を筐体１１の外部へ射出する照明光学系２２（光学レンズ）から射
出される照明光Ｌの光軸Ｏ上であって、且つ、照明光学系２２（光学レンズ）により集光
された焦点位置とは異なる位置に受光部が位置するロッド部２０２とを備えて構成されて
いる。
【００９４】
　このような構成により、内視鏡装置１において光源装置１３を含む構成ユニット（ビデ
オプロセッサ１０）の筐体１１の電気的な点検を行う際に、内視鏡１００に代えて本実施
形態の点検補助具２００を用いることによって、点検作業を効率的に行うことができる。
【００９５】
　また、本実施形態の点検補助具２００においては、光源装置１３の照明光Ｌの焦点Ｆか
らズレた位置に受光部を設けるように構成したので、点検作業中に光源装置１３の照明光
Ｌによって点検補助具２００のロッド部２０２の受光部が高温になることを抑止すること
ができる。
【００９６】
　［第２の実施形態］
　上述の第１の実施形態の例示では、図３に示すように、内視鏡１００のプラグ部１０５
のロッド部１０５ａの長さ寸法Ｌ１と、点検補助具２００のロッド部２０２の長さ寸法Ｌ
２との関係を、
　　Ｌ１＞Ｌ２
の関係となるように、即ち、ロッド部１０５ａよりもロッド部２０２を短い長さ寸法とな
るように構成した例を示しているが、この構成例に限られることはない。
【００９７】
　本発明の主旨は、両ロッド部（１０５ａ，２０２）のそれぞれの長さ寸法が異なるよう
に設定されておればよい。したがって、例えば、次に示す第２の実施形態のように、内視
鏡１００のプラグ部１０５のロッド部１０５ａの長さ寸法Ｌ１と、点検補助具２００のロ
ッド部２０２の長さ寸法Ｌ２との関係を、
　　Ｌ１＜Ｌ２
の関係となるようにしてもよい。この構成は、ロッド部１０５ａよりもロッド部２０２を
長い長さ寸法となるような構成である。
【００９８】
　ここで、図８は、本発明の第２の実施形態の点検補助具のロッド部の一部を概念的に示
す図である。この図８に示すように、本実施形態の点検補助具２００Ａは、内視鏡接続部
１１ｂに対して接続を完了したとき、ロッド部２０２Ａの先端面２０５Ａ（受光部）が、
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光源装置１３からの照明光Ｌの焦点Ｆよりも挿入方向Ｉｎに沿う方向において差分寸法Ｌ
３だけ奥側に配置されるように構成されている。
【００９９】
　このような構成とする場合には、ロッド部２０２Ａが内視鏡接続部１１ｂに対して所定
の位置まで挿入することができるだけの内部空間が、筐体１１の内部において存在する必
要がある。
【０１００】
　つまり、ロッド部２０２Ａが他の構成部材などに干渉されることなく、点検補助具２０
０の接続が完了する状態まで内視鏡接続部１１ｂに対して挿入することができるだけの内
部空間の構成が確保されている必要がある。この点を考慮することにより、
　　Ｌ１＜Ｌ２
の関係とする構成をも実現することができる。そして、その場合における作用は、上述の
第１の実施形態と同様である。
【０１０１】
　なお、図８に示す例示では、点検補助具２００Ａのロッド部２０２Ａの先端形状は、単
なる棒形状としているのみであるが、この形態に限られることはない。
【０１０２】
　例えば、図９に示す如く、点検補助具２００Ｂのロッド部２０２Ｂの先端形状を凸球形
状としてもよい。図９は、本発明の第２の実施形態の点検補助具におけるロッド部の変形
例を示す図である。この場合には、ロッド部２０２Ｂの先端面２０５Ｂ（受光部）は、凸
球形状に沿った所定の範囲の球面となる。
【０１０３】
　図９に示すような形態とすれば、点検補助具２００Ｂを内視鏡接続部１１ｂに接続する
際に、より円滑な挿入を行うことができる。
【０１０４】
　以上のように、上述の第１，第２の実施形態においては、当該点検補助具を内視鏡接続
部に対して接続を完了したときに、点検補助具のロッド部の先端面を受光部とし、この受
光部の配置を、光源装置１３からの照明光Ｌの焦点Ｆに対して光軸Ｏ上においてズラした
位置となるように構成した例を示した。つまり、上述の第１，第２の実施形態では、点検
補助具のロッド部の長さ寸法に関する設定を行う構成例を示した。
【０１０５】
　［第３の実施形態］
　次に説明する本発明の第３の実施形態の点検補助具においては、ロッド部の先端の構成
を工夫することによって、当該ロッド部の受光部の配置を、照明光Ｌの焦点Ｆに対して光
軸Ｏ上においてズラした位置となるように構成した例を示す。
【０１０６】
　なお、上述の第１，第２の本実施形態においては、ロッド部の先端面は、即ち受光部と
して一致する位置に形成されている構成であったが、本実施形態においては、ロッド部に
おいて先端面と受光面とは一致しない構成となっている。
【０１０７】
　図１０，図１１は、本発明の第３の実施形態の点検補助具を示す図である。このうち図
１０は本実施形態の点検補助具の外観斜視図である。図１１は本実施形態の点検補助具の
ロッド部の一部の構成を概念的に示す図である。
【０１０８】
　図１０，図１１に示すように、本実施形態の点検補助具２００Ｃは、基本的には上述の
第１，第２の実施形態の点検補助具（２００Ａ，２００Ｂ）と略同様である。
【０１０９】
　本実施形態の点検補助具２００Ｃにおいては、ロッド部２０２Ｃの先端２０５Ｃの略中
央部分には凹状孔部２０２Ｃａが形成されている点が異なる。この凹状孔部２０２Ｃａは
、ロッド部２０２Ｃの長軸方向に深さを有する凹形状（若しくは筒形状）の有底孔部とし
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て形成されている。そして、本実施形態の点検補助具２００Ｃのロッド部２０２Ｃの受光
部２０６Ｃは、凹状孔部２０２Ｃａの内部に設けられている。本実施形態においては、ロ
ッド部２０２Ｃの受光部２０６Ｃは、例えば凹状孔部２０２Ｃａの底面に設けられる。
【０１１０】
　このように構成した点検補助具２００Ｃを、内視鏡接続部１１ｂに対して接続を完了し
たとき、光源装置１３の照明光Ｌの焦点Ｆは、ロッド部２０２Ｃの先端２０５Ｃの略中央
部分に配置される。この場合、ロッド部２０２Ｃの受光部２０６Ｃは、焦点Ｆの位置（ロ
ッド部２０２Ｃの先端面）から光軸Ｏ上において、差分寸法Ｌ３だけズレた位置に形成さ
れている。
【０１１１】
　このように構成した第３の実施形態の点検補助具２００Ｃにおいても、ロッド部２０２
Ｃの受光部２０６Ｃを、光源装置１３の照明光の焦点Ｆから光軸Ｏ上においてズレた位置
に設定されるので、上述の第１，第２の実施形態と全く同様の効果を得ることができる。
【０１１２】
　また、本実施形態の構成では、点検補助具２００Ｃのロッド部２０２Ｃの長さ寸法自体
は、当該点検対象とする光源装置又はこれを含むビデオプロセッサに対応する内視鏡のプ
ラグ部のロッド部と同じ長さで構成することができる。したがって、点検補助具２００Ｃ
が光路遮蔽部材に対して作用する際に、より確実に、当該光路遮蔽部材を退避位置へと移
動させることができる。よって、点検補助具２００Ｃによって、位置検出センサ２６ｂを
確実にオン状態にすることができるので、点検作業を支障なく効率的に行うことができる
。
【０１１３】
　上述の第３の実施形態の点検補助具２００Ｃにおいては、凹状孔部２０２Ｃａと凹形状
の有底孔部として形成したが、この凹状孔部の形状は、これに限られることはない。
【０１１４】
　例えば、図１２は、本実施形態の点検補助具におけるロッド部の先端形状についての第
１変形例を示す図である。
【０１１５】
　図１２に示す第１変形例においては、点検補助具２００Ｄにおいて、ロッド部２０２Ｄ
の先端に設けられる凹状孔部２０２Ｄａは、円錐形状に形成されている。このような構成
としても、ロッド部２０２Ｄの受光部２０６Ｄは、焦点Ｆの位置（ロッド部２０２Ｄの先
端面）から光軸Ｏ上において、差分寸法Ｌ３だけズレた位置に形成することができる。し
たがって、上述の第３の実施形態と同様の効果を得ることができる。
【０１１６】
　また、例えば、図１３は、本実施形態の点検補助具におけるロッド部の先端形状につい
ての第２変形例を示す図である。
【０１１７】
　図１３に示す第２変形例においては、点検補助具２００Ｅにおいて、ロッド部２０２Ｅ
の先端に設けられる凹状孔部２０２Ｅａは、半球形状に形成されている。このような構成
としても、ロッド部２０２Ｅの受光部２０６Ｅは、焦点Ｆの位置（ロッド部２０２Ｅの先
端面）から光軸Ｏ上において、差分寸法Ｌ３だけズレた位置に形成することができる。し
たがって、上述の第３の実施形態と同様の効果を得ることができる。
【０１１８】
　さらに、上述の各実施形態及び各変形例の点検補助具におけるロッド部において、例え
ば、保持リング２０３を境界として先端寄りの第１領域と、基端寄りの第２領域というも
のとすると、第１領域と第２領域とで異なる素材を用いてロッド部を形成するようにして
もよい。この場合において、第２領域を形成する素材は、第１領域を形成する素材に対し
て、より放熱効率の高い素材を用いて形成する。このような構成とすれば、ロッド部の放
熱効果をより高めることができる。
【０１１９】
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　またさらに、ロッド部における第２領域の外周面上に、例えばフィン等を設けた放熱構
造を有するように構成してもよい。このような構成とすれば、ロッド部の放熱効果をより
一層高めることができる。
【０１２０】
　一方、上述の各実施形態においては、点検対象装置としての光源装置（又は光源装置を
含む構成ユニット（ビデオプロセッサ等））の内視鏡接続部に対して内視鏡に代えて接続
される点検補助具を例に挙げて説明しているが、この種の点検補助具に代えて電気的点検
を行ない得る形態の点検ツールとして構成することもできる。
【０１２１】
　この場合には、当該点検ツールは、上述の点検補助具と同様の構成を有すると共に、例
えば電気的点検を行うための電子回路等を実装した電気基板や、内視鏡接続部（レセプタ
クル）に対応した電気接点等が配設される。
【０１２２】
　そして、このように構成された点検ツールを点検対象装置に接続したときには、上述の
各実施形態と同様に、内視鏡を接続したときと同じ状態、例えば光源装置を稼働状態とす
ることができる。これと同時に、当該点検ツールでは、所定の電気的点検を行うことがで
きる。
【０１２３】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、発明の主旨を逸脱しない範囲内
において種々の変形や応用を実施することができることは勿論である。さらに、上記実施
形態には、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件における適宜な
組み合わせによって、種々の発明が抽出され得る。例えば、上記一実施形態に示される全
構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、発明が解決しようとする課題が解決でき
、発明の効果が得られる場合には、この構成要件が削除された構成が発明として抽出され
得る。さらに、異なる実施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。この発明は
、添付のクレームによって限定される以外にはそれの特定の実施態様によって制約されな
い。
【産業上の利用可能性】
【０１２４】
　本発明は、医療分野の内視鏡制御装置だけでなく、工業分野の内視鏡制御装置にも適用
することができる。
【符号の説明】
【０１２５】
１……内視鏡装置
１０……内視鏡ビデオプロセッサ
１１……筐体
１１ａ……表示操作部
１１ｂ……内視鏡接続部（レセプタクル）
１１ｂｂ……挿入孔
１３……光源装置
２０……表示装置
２１……光源ランプ
２２……照明光学系
２３……光学フィルター
２４……絞り機構
２５……光路遮蔽部材
２５ａ……回動軸
２６……遮蔽部材位置検知部
２６ａ……遮蔽板
２６ｂ……位置検出センサ
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２７……位置決め溝部
２８……放熱ユニット
１００……内視鏡
１０１……操作部
１０２……挿入部
１０３……先端部
１０４……ユニバーサルケーブル
１０５……プラグ部
１０５ａ……ロッド部
１０５ｂ……保持リング
１０５ｃ……先端面（受光部）
１０６……光ファイバーケーブル
１０６ａ……一端
１０６ｂ……他端
２００，２００Ａ，２００Ｂ，２００Ｃ，２００Ｄ，２００Ｅ……点検補助具
２０１……プラグ本体
２０２，２０２Ａ，２０２Ｂ，２０２Ｃ，２０２Ｄ，２０２Ｅ……ロッド部
２０２Ｃａ，２０２Ｄａ，２０２Ｅａ……凹状孔部
２０３……保持リング
２０５，２０５Ａ，２０５Ｂ……先端面
２０５Ｃ……先端
２０６Ｃ，２０６Ｄ，２０６Ｅ……受光部

【図１】 【図２】
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